
























































































































































































































































































































































































































































































































発　 問 資料 教授＝学習過程 生徒に習得させたい知識
【第五時】
＜導入 ＞

























































○日本がTPP, 日EU ・日中EPA いずれも締結せ
ず，韓国が米国・EU ・中国とFTA 締結した場合






















































○政府の３っ のシミュレーションを もとにして， 参加･不参加
について意思決定をおこなう
○意思決定 の根拠を具体的に記入する
『 すＰＰ参加 問題 』 にお ける 意思 決定　　 １回目 シート１
生 徒 記 入 例 ②
１．町本はＴＰＰへ参ｶﾛするべきだと思いますか、参力口しない方がよいと,思いますか？
【　　参加ずるべきだ　　　 参加しない方がよい　　（どちらかに○をつける）　　　 】ヽ- ／
２．どのような根拠をもとにして、決定をしましたか？具体的に答えてください。
【　 責 怙 价 八　匸 匸　　 悦ご吠 衣 匹 が匸こ⑤　 佰ク言士で に古 註　　　　　　　 １
３．今後どのような点を調べてみたいと思いますか？３づあげてください。
【①　 爪戸 サ ごて已 っ 几 い いで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】
［②　　卵 友 二 ≒ノ ミ　子 三　二　≪二匸］と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】











































































































資料名「　ＴＦＰが’亀出典・ＵＲＬ等「友万震豐翳まで1　¨ノで又づヽしIべI爻ｙ皿Is二j1り'JI≒?｣μｔり／ｗｗ９ﾌやﾟ。ｋｒ l-PPｸｊＰ／Ｓ｣,１､．／同４／，印６冖　6j・冖Ｊ９ﾉヽし一割i幺づC)りj5とμ)午問べ' ^  ?C‘／．･鳬1ﾘｉｰら９１琵'Ｔｐｐ匕ｊ 癶 _廁jE疔 キ 】



































































































































































































































































































































































































「subst皿tive　concepts l value　concepts ° method




























９）仮想評価法（Ｃｏｎthlgent Valuation Methods, CVM)
野生生物や生態系の価値など市場で取引されない非利用価値に対して，支払い意思額や受け入れ補助額
を直接たずねることで環境価値を評価する方法。
10）コンジョイント分析（Ｃｏ可ｏｉｎt Analysis)
授業の始めに選択肢を提示することで，その後の
意思決定実施において，生徒が何を決めるのかを事
前に認識させ
，複雑な問題に対して論点を持ち続け
て取り組むことが容易となるように応用した。
11）内閣府
・経済産業省・農林水産省のシミュレーショ
ン：「包括的経済連携に関する資料（内閣官房国家
戦略室web):http://ｗｗｗ.npｕ･gｏj p/'policy/policy08/
archive02.html」
－90－
